
分かる「VolP無線」ガィド1-一A、 /― __|二

もう
JFlCXH岡 野 俊郎 滋わ鍋“

リフレクタどま海外で普及が進むデジタル系VOIP無線システムで,管理者(主催者)や仕様が異なる

ネツトウ■ク|が複数存在します.ノード(アクセスポイントやホットスポットとも呼ばれる)を構成する

ツフトウ
=ア
やハ■
―
ドウエアも多種多用,本章では1・まず「リフレクタとは何か」からスタートし,市販

の0‐STAR対応トランシーバでアクセスできるリフレグタを題材に,現状としくみを明らかにします.

1 活本ではV611P無繰システムの名摯として扱われ

てしヽな「|ラ

'ン

タ」ですが,元は同報通結を行う

Linkの ようにノードをセットアップして,VOIP区

分や全電波1壁式 1実験 ■研究用,区分/yDi耗波数で運

用するのが―一般酌です.         ‐

IPI'T'1?ソ 7レ Frl早「1,,ゃ「:書
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ることも珍しくなくなりました.

REFリ フレクタの利用には認証が必要で,利用

ソフトによっては設定項目(Authenticatk)11ま たは

DPLl‐S Authenticatioll欄 )に認証されたコールサ

インを入力する必要があります.DCSや XLXリ フレ

クタはこの必要がありません.未認証ですと.ソ フ

トによってはリフレクタに接続できなかったり,送

信できなかったりします (詳細は後述).

リフレクタやレピータ(G2+DPLUS)に インター

ネット経由で接続する機器をリモー ト機器と呼び,

大きく分類すると.下記の2つに分けられます。

① 電波を送受信する(=ノードになる)機器

伊』えtゴ、 DVAP, DVMEGA.DV4 1nini, Open

Spot,Gゝ .ISKモデムなど.

C電波を使わず:コンピュータなどにつないだマイク・

スピーカを利用する機器     :

例え|ゴ.DV Dongle, DV3K. TllumbDV, lヽy

DVな ど.

現在販売されているこれらの機器のほとんどが,

11lndows PCや Raspberry Piと 専用の機器とを超

み合わせたものにそれを動かすためのソフトウェ

アをセットアップして利用します。一方でOpen

Spotのようにスタンドアローン・タイプと呼ばれ,

本体以外に電源とLANに つなぐだけで動 くもの

f呻壼il鳳鷺 .監tla鳳
にまとめておきます.

ず懲∬斃露:凛う?算機篇疑
います.その後|こ れらのリモートIデバイス:こ対

れⅢ■nDI■う||,7´ ||‐|′11■
続に和用できる

'フ
トが盛んに使われるよう|こな

りました,|||‐ ||‐  ||||‐■■||
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D‐STARレ ピータは日本の集中管理型と海

外向けの分散処理型の2つに分かれます.前者

は日本のレピータ用に,後者はアメリカ市場の

要望に基づいて開発されたもので,個々のレビ

ータが単独で動 くように作 られています(=

個々のレビータを核としたネットワークが作

れる).

分散処理型レピータはユーザー登録 1青報な

どのデータが「他の」レピータと共有されてい

ないと「他の」レピータではぃわゆる「ゲート越

え」ができるユーザーとできないユーザーが出

てきてしまいます.こ の利便性 を図るため,

USTRUST(ユ ーエストラスト)と呼ばれるシス

テムが構築され,そ のシステムを使 うための

「DPLUS(デ ィープラス)」 と呼ばれるD―SttAR

規格にはなかったソフトウェア (個人が開発・

管理する)が導入されています.

DPLUSを 導入することで, リモート機器が

レピータに接続できるようになり,レ ピータ自

体もリフレクタに接続できます.

このDPLUSは分散処理型のレピータ用なの

で,日 本の集中管理型のレピータでは動作しな

いと言われています(つ まり,DPLUSと 呼ばれ

る規格外のものがアメリカで開発され,そ れが

広まっただけ).

集中管理型と分散処理型はそれぞれにメリ

ット・デメリットがあり優劣を付けるのは難し

いでしょう.

鶉 ‐‐,tTTI写墓
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REF/DCSリ フレクタ

レビータ
(海

'卜

〉

l_/4ヒ ータ
(海外)

ユーザーで共用できるしくみで

す.WIRES― Xの ルームやEchoLink

のカンファレンスと|'1じ ようにレ

ビータのような雰囲気で使われて

います。

長時間の不電FIIは他に不り打したい

ユーザーがいるときに迷惑がかか

ります.それだけでなく,こ れに接

続するノードの送信部が連続送信

となるため,送信部の破援にもつ

ながるので.長時間の連続使用は
図2 り
'レ
タタとりヽ ■卜機器の接続機念図

■・
'・■ ■| ■‐●1ド・|‐■●|=・ 1■■■11'IIT■・ll・ 1‐‐`■●■■■‐■`・・‐■●■|●■■■=■●■■■■,｀‐●‐■■■■■■
|リフ
ー‐レタタ1ま「他のすOIP無線システムのアレ‐ム

■方
―
シラ,,|シ,1向じよぅに1つのLEl線を複数の

D― STA曖
華 増・‐

＝
凩
隧
Ｔ

D―STAほ
無■号

‐
‐
―
―
―

一

控えるべきです .

D―STARデジタル音声通信 {DT'モー ドで使える

3つのリフレクタについて,それぞれの特徴などを

紹介しましょう.

O DVAP

httlp:〃▼ゃ
～
nv.dvapdongle.cOll1/

①価格 :約 S240(144MHz用 ),

約 S270(430MHz用 )十

送料 .

②必要機器 :PCまたは

Raspberry Pi.

① 導入の難易度 :低 (専用ソフト以外の導入に若

:千難あり).

:④ 使い勝手 :専用ソフトのDVAPツールを利用す

:蝙謝∬ 竃:議雲
l REF,DCS,XLXリ フレクタでも利用可能 .

:③ 特徴 :2番 目に発売されたリモート機器で一
ボ

③ 導夫の難易度 :低  lili摯予
(一番低い).日本向:ナ用(430～440MHz)の ファ

② 必要機器 I Blue Stack

MicrO十 またIま Raspberry

Pi,AndFOid端末または

PC.

鰤

: れば,コールサインと運用周波数の設定のみで利 i Starな どのセットアップが必要

―ムウェアあり.

④ 使い勝手 :BItteStack― Mたro+と組み合わせれ

ば導入が楽で,BlueDVア プリと組めば簡単な設

定のみで利用できる Raspberl・ bF Pi利用時はPi―

⑤ 特徴:導入コストが低い.BlueDVソ フトも扱

いやすく初心者に最適.Rasl〕 berry Piと 組めばさ

ら|こ快適に利用できる.

● DV4mini

httpノ■鴨
～
v.dV4mini.de/.■|■

①鵜格 :約 S■0+送料.集計|
② 必要機器 :PCま たはRaspberry Pi,

③ 導入の難易度 :中の上(CCSIDの取得).
,

ギyWTTTTW  蔦Ⅲ√I



います。

こちらは号J名「DPLUSリ フレクタ」とも呼ばオして

います.REF001. REF002, REF003… 。という具合

にREFに ()01か ら始まる番号で管理されています.

またREFリ フレクタはA～ Eま での5つのモジュー

ルから構成されており(図 3),E以外はそれぞれ独

立して利 I日 できるようになっています.,1え ば

REF()01リ フレクタでは次のようにlll途が示されて

REFリ フレクタ

通常のD‐STAR方式の音声交信

通常のD‐STAR方式の音声交信

通常のD‐STAR方式の音声交信

D‐STARのDATA通信用に推奨
エコー・テス ト用

REF001A

REF001B

REF001C

RE「001D

REF001E

|(送
話を「オウム返し」のように送信してくれる)

モシュールA   モジュール8 
‐
 モシュールC

モジュールD      モシュールE

● REFリフレクタ利用時の留意点

日本国内でREFlリ フレクタを利用する場合.リ

モー ト機器をインターネットヘ接続すれば使えま

すが,利用には認証が必要です .

この認証は.海外のレピータlG2+DPLUS仕 様 )

に登録 (日 本における」ARLの D‐STAR管理サニバ

に登録する作業に類似)すれば,自動的に認証され

の高さがうかがえる。日本向け用(430～∠140RIHz)

も用意されている.

● DV MECA GMSK Board

http://■■v■17.dvlllegaoallria.ll1/

①価格 :60ユーロ十送料

② 必要機器 :

Al‐ duillo Uno,

FM無線機 ,

PCま たはRaspberr

③導入の難易度 :高

④ 使い勝手 :セ ットアップ後の問題は特にない

が,セ ットアップまでにArdlli1lo Ulloに ファーム

ウェアの書き込み,モデムボー ドと無線機の接

続とレベル調整, さらにircDDBGatewayソ フト

のインストールと設定作業など,導入作業のハ

ードルが高いと思われる

③ 特 徴:GMSK用 のチップが組み込まれており,

9600bpsのデータ端子を備えたFM無線機と組み

合わせて,D‐STARリ フレクタ接続用ノードを

運用できる.

「
‐
「‐‐‐‐‐‐

図3 REFリフレクタの構造

④ 使い勝手 :専用ソフトのみで動作.ソ フトの

起動に別途CCS71D(DMRID)の 取得が必要.

⑤ 特 徴 :送受信用のチップは他のホットスポット

機と同じ“ADF7021"を 使用しているが,専用ソフ

トの利用で一番最初にD‐STARモ ー ド以外の

DMRやC4FNIが使えるようになった機器.これ以

降,他のリモート機器用のソフトの開発が進む.

● Open Spot

httpsプムv"¬voshaFkriCOll1/

①価格 :190ユーロ十送料.

②必要機器 :なし,

①導入の難易度 :低 .

④ 使い勝手 :ワUPCのWebサ イト画面からコール

サインなどの設定可 サポート良し.

3特 徴 :運用に必要な物が1つにまとまっている
スタンドアローン・タイプで,電源とLANケーブ

ルをつなぐのみで使え,運用にこれ以上の出費

|ま ない 無『格に見合った操作性の良さと敏速な
サポートが

'切

待できる.オ ンライン・マニュアル

も充実.設定方法の動画もあり,全体的に信頼性

」轟 e m18■ 別鸞付録
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摯
一

ます.ま た日本の蜀でも[l本のD‐STAR

管flサ ーバ
`J」

RヽLが運営 )に 通常と
゛
お

i)の 手続きを行い 日本σ)D―STARレ ビ

ータでゲー ト越え交信を行えば自動的

に登録されて認証されます

|」証:'i蘭は3カ「jでこの期間内に拝び

ゲート越え交信を行えば自動的に更新

できます.

念グ)ため.認証方法を次に示します

例えば.JAlYCQ Bを 認 .lli(登録 )す る

|こ |ま .

1]」 AIYCQ Bを J.ヽRL管理サーバに機

器登録する.

2‐ JAlYCQ Bを 無隷機の「白局コール

十イン」に登録してからレビータヘゲー

ト越え設定でカーチャンクする(自動応

答場をコールサイン指定で呼ぶのが便

利 :

30の アクションから3～ 1時間後
にリフレクタのEモ ジュールに接続し

釘かをしゃべって送l:.送信後に自分

′)声が聞こえることを確認する1例 :

RE「008Eや REF047Eに 接続).

それ以降:3カ 月以内)は , L記2の作

業を行うだ|ナで大丈夫です.い ったん

認証が切れてから再度認証が取れるま

での間,半 目ぐらいかかることがある

ので,3カ :]:こ 1国以上σ)定魏的なゲー

ト越えを行うことをお勧めします.0
¢)f年業!ま,自 分のシステムのオーデイ

オ系が ll_常に動作しているかの確認に

もな 1)ま す.

● 日本語で交信できるREFリフレクタ

REF008.RE「 047. REF064

REF0711 REF076:I REF081 1よ リフレク

タ。オーナニが日本人なので.日本語で

の交信が嗜
・
能です.

:漁_壺聾菫_堂萱二11__二
図4 海外のD‐STARユーザー。リスト
1lttp:〃5my,dstaFuSerS,orttepeaters.php
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図5 リフレクタの利用状況
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● REFリ フレクタの利用状況を調べる

ユーザー・リスト(http://1T7w.dStarusers.org/)

をフラウザで聞き(図4),コ ールサイン驚の右の方

|こ あるREFXXX(XXXは 数∠事)を クリック(図 5).さ

らに.・ urebsite"の 右11に ある http:〃rem01.dstar

gateway.org iURLの “reff101"の部分はリフレクタ

番号 1を クリックすると,DPLUSダ ッシュボー ド

http:〃reJЮ01dsttLrgateway.oryも 見ら,します。こ

のDPLliSダ ッシュボードはリフレクタごとにあり,

接続している局 (リ モート・ユーザー)がモジュール

ごとに見られます (図 6).

米国のUSTRL‐ ST(D―STARレ ピータ網の管理シ

ステム)を 嫌うグループがG2■ DPLUSと 互換性を

持ったG2■ DEXTRAを 開発し.REFリ フレクタに

似たXRFリ フレクタがヨーロッパの局を中′とヽに開

設されました.こ れはREFリ フレクタと|よ別物で

お互いが交互に接続できないものでした.

筆者はその後の経緯や時期についてはつかムき

fしていませんが.しばらくしてからDCSリ フレクタ

が開設され利用されるようにな :,ま す.こ こ|二は開

設初期から[1本語で利用できるDCS21と DCS22が

蘭設されていました.

DCSリ フレクタには、A～ Zま での多くのモジュ

ールが用意できるようになうてしヽます.最後のZモ

ジュールはREFリ フレクタのEモ ジニールと同様

なエコー・テスト用に用意さitています.DCSリ フ

レクタの利用状況は次のURLで見られます.|
llttpノxreflectOr.五 et/neuy            .  ‐

http:〃dc3022:xrも flector=net/dttSiFptstatul.

htm   ‐ | | ‐‐ ‐ | ■ |

lDCS22リ フレクタ|  ‐     ■       |  ‐

2016年3FJごろに大阪のクラブ尋(JR3VIIク ラブ,

が日本で初めて導入し,さ らにその年の関西アマチ

ュア無線フェスティバルで展示を行いました.以

降.XLXリ フレクタは[1本で30件を超える開設数

があります

マルチプロトコルであることや.誰 もが自由に利

用して新たにリフレクタを開設できるという特長が

あ :)ます そのため。すでにDCSリ フレクタでも行
わオtて いたD‐STARと DIIR間 とのブリッジ(ゲー

トウェイ)が行われるなどの新たな取 り組みがさら

にユーザー数を増やしているのでしょう.

開発者 (LXlIQ)のG■hubの文献には,「The XLX

IゝultiprotrJcol Gateゝ =a).Itettect()I Ser、 ‐cr is part

of thc soft、 vare systcnl for thc D― Star Net

tvork.Tlle sources are pllblishedヒ Inder CPL Li

CCllSeS.IC)2016 Ltlc Engeinlalln LXIIQ」 と:書:か アt

ています .

次のURL:こ はXLXリ フレクタのDashboard List

も掲載されています.

http:〃xrefl.net/

● XLXリフレクタの情報源

XLXリ フレクタので1躍状況:こ i驚 して|ま ,ア クテ

イブに活動されている」A3G(ご
'轟

のWebサ イトが

お勧めです:

httpノhalradio.dip』 p/inde=J.llt】mi

XLX‐リフ
ーレクタならびに関連資料について

―は,

JI1lTWX職によるものがお勧めできます.Webサー

イトでXRF07611‐フレクタの情報も,こられます:

httpL″爛 76.xreflectol・■p101・JlifO/download,

html ・   ‐   ‐   |      ‐  ‐      ‐

httpi撻f076.率Ⅲ■ICtO“嗜116ryl  l      ‐

療une 2018  71冊 イ寸録
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